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7)FRⅢを適用 したⅢ級不正咬合者の筋活動
の変化と姿勢の関連性
○三村 千春1,山野辺晋也2,宗形 芳英3,福井 和徳2
(奥羽大 ・大学院 ・顎顔面口腔矯正1,
奥羽大 ・歯 ・成長発育歯2,
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【目 的】Ⅲ級不正咬合者に適用 した機能的顎矯
正装置(FRⅢ)の被蓋改善前後における胸鎖乳突
筋,僧 帽筋の筋活動変動 と姿勢変化を評価 し,矯
正歯科治療と姿勢制御の関連性を明 らかにするこ
と。
【資料および方法】奥羽大学歯学部附属病院矯正
歯科を受診 し,調査の目的および趣旨を説明 し同
意が得 られた8～10歳のI級 および Ⅲ級不正咬
合者の男女それぞれ10名を対象とす る。FRⅢに
よる顎顔面 ・頸部の変化は被蓋改善前に咬頭嵌合
位で撮影 した側面セファログラムを用いて,頸 部
の角度計測値,骨 格型,歯 型の角度および距離計
測結果を統計学的に評価する。次に,モ ーション
キャプチャシステムで,頸 部の直立(安 静位),
屈曲(前 後),側屈(左 右〉,回転(左 右)運 動
をI級 群(Control)およびⅢ級群の被蓋改善前後
で三次元的に頭部移動距離を求め,筋 電図で胸鎖
乳突筋,左 右側僧帽筋上下部の計6箇 所 を測定す
る。
【結 果】1)モ ーションキャプチャシステムで
は,直 立(安 静位)が 被蓋改善前でControl群よ
り有意に大 きな値 を示 し(p<0.05),被蓋改善後
では,被 蓋改善前よ り有意 に小 さい値 を示 した
(p<0.05)。屈曲(前 後),側屈(左 右),回転(左
右)運動では,被 蓋改善前がControl群より有意
に小 さな値 を示 し(p<0.05),被蓋 改善後で は,
被蓋改善前より有意に大 きな値 を示 した(p<0.05,
p<0.01)。
2)筋電図測定では,胸 鎖乳突筋の活動量は,
直立(安 静位),屈曲(前 後),側屈(左 右)運 動
において,被 蓋改善前がControl群より有意に小
さい値 を示 した(p<0.05,p<0.01)。僧帽筋上部
の活動量は,直 立(安 静位),屈曲(前 後),側屈
(左右),回転(左 右)運 動において被蓋改善前
がControl群より有意に大 きな値 を示 し(p<0.05,
p<0.01)。被蓋改善後では,被蓋改善前 より有意
に小 さい値 を示 した(p<0.05,p<0.01)。僧帽筋
下部と胸鎖乳突筋における回転(左 右)運 動では
有意差が認め られなかった。
【結 論】被蓋改善後の胸鎖乳突筋の活性化 と僧
帽筋上部の緊張緩和が咀嚼筋群との協調活動や頭
頸部の安定化に寄与 し,頭頸部姿勢や頭部運動可
動域が改善 したと考えられ る。
